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日
本
に
近
代
水
道
が
初

め
て
出
来
た
の
は
一
八
八

七
年(

明
治
二
〇
年)

の
横

浜
。当

時
の
日
本
で
は
日
常

の
水
に
は
井
戸
水
を
使
う

こ
と
が
多
く
、
家
の
中
に

水
道
を
引
き
、
蛇
口
を
設

け
る
と
い
う
こ
と
も
無
か
っ

た
。そ

の
当
時
こ
の
よ
う
な

獅
子
頭
共
用
水
栓
を
英
国

か
ら
輸
入
。
横
浜
市
内
に

約
六
百
設
置
。
大
凡
三
十

戸
が
共
用
。
こ
こ
ま
で
水

を
汲
み
に
来
て
い
た
。

杉
山
神
社
の
近
く
、
高

速
道
路
の
橋
の
下
、
南
太

田
二
丁
目
フ
レ
ン
ド
公
園

の
向
か
い
に
絵
に
あ
る

｢

獅
子
頭
共
用
水
栓｣

が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
水
道
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
時
は
水
道

水
が
勢
い
よ
く
ほ
と
ば
し
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。

今
は
文
字
通
り｢

清
水
ヶ

丘
か
ら
湧
き
出
る｣

清
水

を
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
流
し
て

い
る
。

獅

子

頭

共

用

水

栓
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大
原
隧
道
脇
の
湧
水

横
浜
市
南
区

南
太
田
二
丁
目
フ
レ
ン
ド
公
園
向
か
い

二
〇
二
三
年
八
月

十
月
か
ら
始
ま
る｢

イ

ン
ボ
イ
ス
制
度｣

と
は
何

で
し
ょ
う
。
消
費
税
を
通

し
て
国
税
当
局
が｢

誰
が

誰
に
い
く
ら
払
っ
た
か｣

を
把
握
す
る
仕
組
み
で
す
。

そ
れ
を
、
年
間
売
上
げ

一
千
万
円
以
下
で
消
費
税

納
税
義
務
の
無
い
Ａ
商
会

が
ス
ー
パ
ー
に
納
品
す
る

例
で
大
雑
把
に
考
え
ま
す
。

Ａ
商
会
が
あ
る
品
を
ス
ー

パ
ー
に
五
千
五
百
円
で
納

め
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
五

百
円
分
を
消
費
税
と
み
な

し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
は
そ

の
品
を
一
万
円
で
売
り
、

消
費
税
千
円
を
受
け
取
る

と
、
そ
の
消
費
税
千
円
か

ら
、
Ａ
商
会
に
払
っ
た
消

費
税
相
当
五
百
円
を
引
き
、

五
百
円
を
納
税
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
な

る
と
、
ス
ー
パ
ー
は
仕
入

れ
時
に｢

品
代
五
千
円
、

消
費
税
五
百
円｣

の
イ
ン

ボ
イ
ス
を
受
け
取
れ
ば
、

消
費
税
納
税
時
に
五
百
円

を
差
し
引
け
ま
す
。

Ａ
商
会
は
消
費
税
納
入

業
者
で
は
な
い
の
で
イ
ン

ボ
イ
ス
を
出
せ
ま
せ
ん
。

ス
ー
パ
ー
は
売
上
げ
時
に

受
け
取
っ
た
消
費
税
か
ら

Ａ
商
会
に
払
っ
た
消
費
税

相
当
分
を
引
け
ず
千
円
全

額
を
納
税
す
る
事
に
な
り

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
は
五

百
円
割
高
な
の
で
、
Ａ
商

会
に
値
引
き
を
要
求
。

Ａ
商
会
も
消
費
税
を
納

め
る
業
者
に
な
れ
ば
、
イ

ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
、
ス
ー

パ
ー
の
値
引
き
要
求
は
か

わ
せ
ま
す
。
が
、
五
百
円

の
消
費
税
を
納
税
す
る
事

に
。
材
料
仕
入
れ
時
に
払
っ

た
消
費
税
は
納
税
時
に
差

し
引
け
る
筈
だ
が
、
額
は

少
な
く
、
事
務
も
手
間
。

結
局
、
Ａ
商
会
に
は
新
た

に
消
費
税
相
当
分
の
負
担

が
増
え
る
。

零
細
企
業
は
更
に
貧
し

く
な
る
の
で
す
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

インボイス (適格請求書)制度でどうなるの？


